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午後 １時３０分開会 

○山口事務局長 定刻となりましたので、ただいまから第２０回世羅郡三町合併協議会を

開催させていただきます。 

 本日は皆様におかれましてはお忙しい中、第２０回協議会にご出席をいただき、まこと

にありがとうございます。 

 会長あいさつの前に、本日の会議の出席状況についてご報告をいたします。 

 本日の委員の出席者数は、委員総数３６名のうち３２名となっております。したがっ

て、本日の会議は協議会規約第１１条第１項の規定により、会議が成立していることをご

報告いたします。 

 それでは、協議会会長の上本世羅西町長がごあいさつを申し上げます。 

○上本会長 皆さん、こんにちは。 

 梅雨という時期でありますが、何かとご多忙をきわめていただく中で、本日、第２０回

合併協議会にご出席賜りましてまことにありがとうございます。 

 先立っては台風６号の襲来ということでありましたが、幸いに広島県をそれてほっとし

たとこでございます。皆様方におかれましてもいかがでありましたでしょうか。 

 また、本日も尾三地域事務所長横山さんにご臨席いただいております。ご助言方よろし

くお願いいたします。 

 さて、６月は各町においては定例会議会中でもございますが、そん中で、県下では台風

並みの展開も発生しての状況が下へ流れてきております。今日に至って流れはそうなのか

と思いますものの、市長としての説明責任の重大さにおいて、いささかの戦慄を覚えると

こであります。少しばかりのため息も出るとこでございますが、この程度にさせていただ

きます。 

 前回３月だったと思いますが、第１９回合併協議会を開かせていただいた以降、合併事

務の調整を進めておりますが、確認いただいております４０項目の調整で、条例規則、規

程要綱８３０のうち、約６０％を上回る５７０程度が調整されておると聞いております。

もう少し調整に時間のかかる項目もあるようでございますが、本日は報告事項として５項

目を上程させていただきます。特には、新町における組織機構等でありますが、ご理解賜

りますようお願いいたします。 

 また、協議事項として、１５年度の決算認定、１６年度の補正予算のご審議を煩わせま

すので、よろしくお願いいたします。 
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 以上、開会にあたりましてのあいさつとします。 

○山口事務局長 ありがとうございました。 

 それでは、規約第１１条第２項により、会長が会議の議長となるとなっておりますの

で、以後の進行につきましては、会長と交代をいたします。 

○上本会長 それでは、規約の定めによりまして、これより会長が議長となり、議事を進

めさせていただきます。 

 次第３（１）会議録署名委員の指名について、世羅郡三町合併協議会会議運営規定第８

条の会議録署名委員の指名を行いたいと思います。 

 会議録署名委員の指名は、まことに僣越でございますが、順番で各町から１名、その都

度指名させていただいております。本日第２０回協議会の会議録署名委員には、次の方を

お願いしたいと思います。甲山町檜谷委員、世羅町松村委員、世羅西町三木委員の３名の

方を指名させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 続いて、次第３（２）の報告事項に移ります。 

 報告第２６号廃置分合の告示についてを報告します。 

 山口事務局長。 

○山口事務局長 資料１ページをお開きください。 

 報告第２６号廃置分合の告示について。 

 世羅郡３町の廃置分合について、別紙のとおり告示されたので報告する。 

 平成１６年６月２３日提出。 

 世羅郡三町合併協議会会長上本仁志。 

 ２ページに官報告示の内容を掲載をしております。これをもちまして、広島県世羅郡甲

山町、同郡世羅町及び同郡世羅西町を廃し、これらの区域をもって世羅郡世羅町を設置す

る旨広島県知事から届出があったので、同条第６項の規定に基づき告示するということ

で、この右の処分は、平成１６年１０月１日からその効力を生ずるものとする。 

 平成１６年４月１２日。総務大臣麻生太郎ということで、これですべての合併協議、３

町合併に向けての法的手続が完了したというものでございます。 

 以上です。 

○上本会長 ただいま報告しましたことで、ご質問がございますでしょうか。 

 ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○上本会長 ないようでございますので、続いて報告第２７号町章の選定について報告し

ます。 

 山口事務局長。 

○山口事務局長 資料３ページをお開きください。 

 報告第２７号町章の選定について。 

 町章の選定について、別紙のとおり報告する。 

 平成１６年６月２３日提出。 

 世羅郡三町合併協議会会長上本仁志。 

 ４ページをごらんください。 

 ４ページにつきましては、町章の選定についてということで、選定の方法について、３

点整理をしております。世羅郡３町の住民及び出身者を対象に公募し、応募作品の中から

５候補を幹事会で選定を行い、この幹事会で選定した５候補の中から、協議会で投票によ

り１作品を最終決定をいただくという形で選定をしていくというものでございます。 

 町章決定までのスケジュールでございますが、６月１５日、既に募集開始をしておりま

す。７月１５日までの間町章募集をしまして、７月１６日から下旬にかけまして応募作品

を整理をいたします。７月下旬に５候補及び補欠候補の選定を幹事会で行いまして、８月

上旬に類似調査を業者委託によりまして行いたいと、このように計画をして進めておりま

す。 

 ８月中旬に、協議会へする最終の５候補を確定をしまして、協議会委員の皆さんで、８

月に予定している協議会で５候補を事前に送付をしたもので、協議会で１作品を決定をい

ただくと、こういうスケジュールで町章の選定を行っていくというものです。 

 その他のところに記載をしておりますが、開庁式において、町章の序幕と町旗の掲揚を

行い、決定された作品の応募者に対して、賞金と賞状を授与するということで考えており

ます。 

 ５ページは、これは募集チラシということで、既に世羅郡７，０００戸世帯と各町の役

場窓口でそれぞれ配布をしておるところでございますけども、この中で、応募資格、募集

期間、募集内容、応募方法を選定及び決定、発表等について記載をしております。 

 ６ページは、世羅町の町章応募用紙ということで、この応募用紙により郵送または持参

をいただく中で応募いただくというものでございます。 

 以上で説明終わります。 
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○上本会長 町章選定についての報告をしましたが、ご質問ございますでしょうか。 

 豊田委員。 

○豊田委員 甲山の豊田です。募集をされるとこですが、どのぐらいが予想されますか、

募集の。類似団体等ではどういう状況であったか。 

 また、最終的には１つですが、５件を選定する。あと一つに決めるとこですが、５点に

ついては、何ら賞金もあれもないわけですか。前回、名前、町名ではありましたよね。 

 それから、賞金３０万円なってますが、これは何で３０万円が適当なのか。どういう根

拠で３０万円になるんかという根拠がわかりません。 

 それから、もちろんたくさん出るでしょうから、いい作品がたくさん出ると思うんです

が、あれでも余り好ましくないの、もう仮によ、仮に好ましくないのであった場合どうす

るんか。第２次募集でもするんか。いやあ、その中からもう選ばにゃしようがないという

ことになるのかどうかお尋ねします。 

○上本会長 山口事務局長。 

○山口事務局長 豊田委員のご質問にお答えをいたします。 

 まず１点目の募集の状況はどうかと。応募状況、他地域でどの程度出るのかということ

のご質問でございますけども、これにつきましては、既にやっている神石高原町なり、安

芸高田市、三次市、こういった事例で申し上げますと、神石高原町が、やはりこれはこの

世羅郡三町と同じような形で、募集範囲については郡内出身者までということで取り扱わ

れたようでございます。これによりますと２２０通余り応募があったようでございます。

安芸高田市とか三次市については、全国で応募可能ということでやられておりますので、

その場合は、安芸高田市が約２，２００、三次市が１，６００、こういった形で、非常に

数の多い形になっているようでございます。したがいまして、世羅郡三町につきまして

は、神石高原町程度は応募いただけるんではないかということで期待をしているところで

ございます。 

 次の２点目でございますけども、５点の選んだ場合の商品等はどう考えているかという

ことでございますが、これにつきましては、優秀作品１点ということで、あくまでも合併

協議会の中で、協議会の委員さんに一点を絞っていただくための作品の５候補という形で

考えておりますので、最終作品をもって優秀作品と、こういう形で整理をしていきたいと

いうことで進めておるところであります。 

 次が、３０万円の根拠でございますけども、これは非常に、５０万円でも１０万円でも
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２０万円でもいろんな考え方があるわけでございますが、そうは言いましても、一定の基

準の中で３０万円という線を出しとります。これは、他地域が募集をしてる中身でいきま

すと、神石高原、安芸高田市につきましても、３０万円の最優秀という形で整理をしてる

ようでございます。したがって、やはり町章ということになりますと、町のマークとし

て、末永く町の発展等に寄与していくマークであるということから、やはり最優秀の作品

については３０万円が適当ではないかということで幹事会において協議をし、町長協議の

場でも一定の整理をいただいてきたということでございます。 

 次に４点目に、好ましくないものばかりが応募された場合には再公募するのかというこ

ういうご質問でございますけども、基本的には、今回の募集で、好ましいか好ましくはな

いかというのは、あくまでも最終的に協議会委員の皆さんに投票いただく中でご判断をい

ただくことになろうと思いますし、皆さんから出てくるものは誠心誠意込めた作品が出て

くるものだということで思っておりますので、新世羅町にふさわしい町章ということで選

定に当たっていきたい、このように考えております。 

 以上です。 

○上本会長 他にご質問がございますか。 

 ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○上本会長 ないようでございますから、続いて報告第２８号新町の行政機構について報

告させていただきます。 

 山口事務局長。 

○山口事務局長 資料７ページをお開きください。 

 報告第２８号新町の行政機構について。 

 新町の行政機構について、別紙のとおり報告する。 

 平成１６年６月２３日提出。 

 世羅郡三町合併協議会会長上本仁志。 

 ８ページをごらんください。 

 新町行政機構図であります。本所と支所、そして教育委員会を初めとした行政委員会等

で整理をしております。また、この組織図には職員、これには嘱託や兼務も含むわけでご

ざいますが、常駐する施設を掲載をしておるものでございます。 

 この新町行政機構につきましては、事務機構及び組織で協議いただきました住民サービ
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スに十分配慮し、１点目として、住民にわかりやすく利用しやすい組織機構。２点目に、

迅速な事務処理と意思決定を可能とする組織機構。３点目に、行政組織の専門家等による

高度で多様なサービスが提供できる組織機構の方針に基づき、整理しているものでござい

ます。 

 ごらんいただきますように、町長部局につきましては、本所が１２課３室３４係として

おり、支所には支所長を置き、４課７係としております。１点鎖線で囲んでおりますとこ

ろが、それぞれ本所と支所の関係をあらわしたものでございます。 

 続いて、教育委員会部局については、２課４係、給食センターと、こういう形にしてお

ります。 

 議会事務局、選挙管理委員会、農業委員会には事務局をそれぞれ置きまして係を設けて

おります。監査委員については、事務を行う係を設けておるというこういう形で、機構図

として報告をさせていただくようにしております。 

 以上で説明を終わります。 

○上本会長 以上報告しましたが、どうしましょうか、少し時間をとってからご質問の時

間に入りましょうか。 

 それでは、１０分休憩させていただきます。 

 ２時に再開させていただきます。 

午後 １時５０分休憩 

午後 ２時００分再開 

○上本会長 それでは、休憩を閉じさせていただいて質問を承ります。 

 随時ご発言ください。 

 溝上委員。 

○溝上委員 世羅西の溝上です。支所の機能の中で、仕事の中で、調整課とか町民福祉課

というのはある程度イメージできるわけですが、産業課というのが、どういうイメージを

持ったらいいのか。仕事内容あるいはその中の陣容あるいは決済というところで、中身を

少し説明していただきたいと思います。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 支所の産業課についてのお尋ねでありますが、事務局からの説明にもあり

ましたように、１点鎖線でくくりをしております。本所でいいますところの産業観光課、

振興係、開発係、商工観光係、そういったところの関係の業務ということが中心になろう
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かと思います。 

 具体的に、庶務規程といいますか、そういった内容言いますと、産業課の産業係、支所

の産業係におきましては、農業振興に関することであるとか農業経営に関すること等、あ

るいは６次産業の育成とかそういったこと、または林業の関係ほか全項目で９項目を庶務

規程として上げておるところであります。 

 よろしいでしょうか。 

○上本会長 はい、溝上委員。 

○溝上委員 人員がどの程度配置されるかというのは、そういうことはまだ検討はされて

いないんでしょうか。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 新町の１０月１日現在の人員でありますけど、９月末の退職者を想定しま

して全部で２７０名という数を、今現在で掌握しております。そのうち本所関係、これが

１４６名、支所の関係２６名というふうな数字を、今のとこ予定をしておるとこでありま

す。また、教育委員会関係が４３名ということで、その他保育所であるとか議会事務局で

あるとか、そういったところを含めて２７０名ということで掌握しております。 

○上本会長 他にご質問がございますか。 

 はい、小川委員。 

○小川委員 甲山の小川です。例えば、建設課なら建設課のところで、土木係と国県事業

係、こういうようになっとるんですが、そこへまた管理係が置かれとるんですが、私は、

この組織自体を見ますと、今の町でやっているものの延長の形のものがこうして出てきて

いるように思われるんですが、ある程度専門分野的なところを入れることはできないもの

か。それと申しますのも、例えば１つの事業を行うにも、例えば農村整備課の方で事業を

行うと、その事業に対して発注から契約、すべての作業をそこで、振興課でやらなきゃな

らない。そうしますと、そこへ行くスタッフが、すぐれた人材がそこへ行って、すべての

ことがわかるような者がそこへ行っとれば、同じレベルの建設課はある程度そこら辺はわ

かっておられましょうが、わからない部が、課が出てくると思うんです。例えば用地を購

入しようとか、そこのところの契約関係、地域住民とのかかわりというようなものがいっ

ぱい出てあるものを、出てくるものをすべてその担当部署で、こうして発注から完了まで

を補う組織になっていると思うんですが、そこらの考えは、これでいけんという考えじゃ

ないんですが、ある程度専門分野的なところをできないものか、まずそれが１点と。 
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 それから、下の方へ書いてあります議会、選挙管理委員会、農業委員会、監査委員です

が、監査委員のところへ庶務係がこうしておられるんですが、これは、今の庶務係は議会

事務局の方へ委託されているんじゃなかろうかと思うんですが、ここの組織機構は単独

で、例えば監査委員のところは監査の庶務係を置くのかどうか、そこら辺がちょっと、農

業委員にしてもこれは現実に、今のどこかへこれが入ってくるようにも思うんですが、組

織としてはこの形でいいのでしょうかどうか、そこら辺をご説明願います。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 それでは、最初の１点目の質問でございますが、専門的分野を置いてはど

うかということがございました。この点につきましては、この組織を検討する中で、そう

いった意見もあるというふうなことで検討をしてまいったところであります。県等におき

ましては、例えば尾三の総合庁舎等におきましては、そういった、横断的な庶務の係とい

うんですか、総務というんですか、そういったものが置かれて契約等は一挙にそういった

ところでやられておるというふうなことをお聞きして、新町の場合もそういったケースを

考えてみました。しかしながら、県の場合、県が行っているほど町がそのことを行うこと

によってメリットがあるかというところを、やはり協議してきたところです。その結果、

やはり末端の自治体においては、そのようにまとめることによってのメリットというんで

すか、そこが少ないのではないかというふうなところで、各課での積み上げというんです

か、そういった格好でこういうふうに決定をさせていただいたところであります。確かに

検討はいたしました、その点につきましては。 

 それと、表の下段のところでありますけど、要するにそれぞれ職員を置くのかというこ

とであろうかと思いますけど、併任辞令を予定しているところもあります。それにつきま

しては、選挙管理委員会、農業委員会事務局長というんですか、選挙管理委員会事務、そ

れから農業委員会事務局、監査委員事務、これは併任を予定しております。 

 そして、職員の方でありますが、係の方でありますが、選挙係は１名は併任を予定して

おります。それから、監査の庶務係についてはすべてを併任ということで考えておりま

す。 

 以上です。 

○上本会長 他にご質問がございますか。 

 寺田委員。 

○寺田委員 世羅町の寺田です。新町の行政機構図によりますと、本所並びに支所に課が
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置いてあるわけですが、特に本所の町民課、福祉課と支所の町民福祉課、また本所の産業

観光課と支所の産業課等々、支所、本所にそれぞれ課があって同じ名称の課が支所、本所

にも、内容の同じ仕事をする課があるということにかかわって、これらのどういった、ど

のような課の関係になるのかということと、そのことが、新しく生まれる世羅町新生、世

羅町としての一体性を損なうものにはならないのかどうか、そこらのことについてお尋ね

をいたします。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 本所、支所のかかわりにつきましては、先ほども申し上げましたように、

１点鎖線で囲んであるところが、本所の事務を支所で、その一部を行っていくというふう

に整理をしておるところであります。 

 そして、それぞれかなり、本所の課あるいは支所の課の決裁規程、事務分掌等を決定し

つつありますが、一応の決定はしておりますが、そういったところで、事務分掌等あるい

は決裁規程等で、その辺の区分はしておるところでありまして、二重の構造にならないよ

うな方法をとっていると思っているところであります。 

○上本会長 寺田委員、よろしいですか。 

 他に質問。 

 荒瀬委員。 

○荒瀬委員 甲山町の荒瀬です。先ほどの金尾助役さんのご発言の中でお聞きしておりま

したら、かなり配置人数についてももう検討されてるような感じがするようなご回答のよ

うに私の方は受けたんですけれども、法定協の中で公民館のあり方を、社会教育だけでな

くもっと広い意味で公民館を活用できるような存在でなければいけないんじゃないかとい

うようなご提案は申し上げたわけですけれども、それについては、この組織図を見ている

限りではどこにもあらわれてないように思いますので、配置人数でも決まっておりました

らそれをお教えいただいて、決まっているところまでしか当然おっしゃられないと思いま

すけれども、今現在での進行している状況をご説明いただければと思います。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 先ほど本町、支所あるいは教育委員会などの予定する職員数を申し上げた

ところでありますが、まだ最終的に、これすべて人の張りつけが伴いますんで、今現在で

ここに何名ということはちょっと避けさせてもらいたいと、発表を避けさせてもらいたい

と思います。 
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 公民館につきましては、それぞれの公民館名が出てますけど、これは以前の協議会でも

申し上げましたとおり、各館に１名の職員を配置をするという計画にしております。 

○上本会長 はい、坂東委員。 

○坂東委員 世羅町の坂東です。昨年来、甲山町の井口委員とともに、商工観光課の設置

をお願いしとりました。今日に至っても商工観光係ということで、産業観光課の中で係的

な役目を設定されてるようなんですが、商工業並びに観光というのをどう考えられて係に

されているのか。課への昇格をお願いしているにもかかわらずこういう提案が出てきてい

るということに関して、ご意見をお伺いしたいなと思います。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 他にも情報関係で情報課をというようなご要望がございました。そういっ

た中でいろいろと検討を、幹事会なりあるいは町長会を含めて検討を行ってまいりました

が、どういった検討をしたのかということもあろうかと思うんですが、産業観光というこ

とで役場へ来られてその位置というんですか、名称というんですか、そういった存在をは

っきりすることによって、その係で商工観光を推進していくんだということを前面に打ち

出すことによってそのことは解決できるんではなかろうかというふうなことで、産業課を

産業振興課になったらどうかと思うんですが。産業観光課に改め、また商工観光係という

ことで整理をさせていただいたところであります。 

○上本会長 いいですか。 

 黒木委員。 

○黒木委員 甲山町の黒木でございます。昨年の１１月５日にこの機構図が示されまし

て、これはあくまでもイメージ図だということで示されました。先ほど来お話が出ており

ますように、それぞれこれはこうあるべきじゃないかというふうな意見も申し上げてたく

さん出たわけでございます。今日お示しいただいたのを見ますと、一部ではその要望を受

け入れたのかなという感じもするんですけれども、ご説明の中に、皆さんがこうというて

意見を言うたけれども、その検討してきたけど、こういうふうな結果になったんだという

ご説明がないから、我々委員がどこまで本気になって検討してくださったのかということ

がわかりづらいと思うんです。例えば情報課の問題については強く出ました。情報課の問

題。確かに、企画情報課という名前が入ってます。その中身をどのように検討されたの

か。まあ情報課がありゃええわという程度なのかどうなのか。 

 それから、今の坂東委員の方からお話がございました商工課の問題、それから先ほどの
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公民館の問題、いろいろみんなの意見を聞いたんだけど、最終的にはこのようになったん

だというご説明があったらいいんじゃなかったんかと。ただ、こういうようになったんで

すというんで、どうももう半年ぐらい前のことなんで大分忘れとるんですけども、私はこ

の前のをずうっと読んできました。だけど、これを、案をいただいたときに、それがどの

程度生かされてるんかなあというのが、甚だ疑問に思うんです。 

 それで、実はちょっとお聞きしたいんですが、ここの鎖線で囲んであるところは、この

左側の本所である仕事を右側の支所でやるんですという意味で、この鎖線でくくってある

んだろうと思うんですけれども、これも先ほど寺田委員の方からお話がありましたよう

に、その支所でやる仕事が本所の仕事とどういうようにかかわるのかっていうのが、ちょ

っとわかりにくいんです。支所へ行けばすべて住民には用事が達せられるんだということ

なのか。例えば圃場整備の問題であるとか、それからそういうような問題を支所で削るん

が出せるのかどうなのかていうふうなこともありますんで、そこらがちょっと不明確な問

題であろうと思います。 

 もう一つ、ここで、実は給食センターとか保育所とかというふうなところは、従来課に

相当したものとして位置づいておったと思うんですが、今度は係のところへ入っとんです

ね。これは、これから職員の組織機構の問題にかかわってくるんでしょうが、例えばその

職員の格付にしても、従来は給食センターの所長は課長相当職でおったんでしょうが、こ

の図面を見ますと、係長相当職のように感じられるわけです。保育所の所長も同様でござ

います。もうその辺は、ここをどうしてこのようにずったのか、ちょっとお聞きしたいわ

けです。 

 それから、教育委員会の前回提示されたのでは指導係というのがございました。今回こ

の指導係がなくなってるんですが、この前のお話では指導主事を位置づけて、同時に指導

係を置くんだというふうなご説明だったような気がするんですが、ここはなぜ指導係が抜

けたのか、そういうふうな点でございますが、ご説明いただきたいと思います。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 課の設置についてでございますが、具体的にどういった検討をしたのかと

いうことでありますけど、今の時代を考えて情報課等々についても置くべきかどうかとい

うようなことは一定程度の議論はしました。しかしながら、今以上の、今以上というんで

すか、これ以上の課を増やすことが、実際、行政的に、縦割りの組織をたくさん作るとい

うふうなことになるんで、そういった意味ではできるだけスリムな方法というんですか、
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のがよかろうというふうなことで、最終的にはこういった形になってきています。 

 ですから、福祉課と保険課というふうなそこは分けておりますけど、逆に上下水道課に

ついては一本化したというようなこともこの間ございました。そういったことで、課をこ

れ以上増やすのは適当でないというような幹事会での判断等々からお示しをしとりますよ

うな組織図ということで整理をしてきたところであります。 

 本所、支所の関係でありますが、本所で、例えば支所の課長さんの専決事項等につきま

しては、本所の各課長の専決事項に準じて専決を行っていくというふうな整理をしておる

ところであります。 

 まず、支所長もおるわけでありますが、支所長につきましては、本所の総務課長の専決

事項に準じていこうというようなことで、そういった整理をしております。また、支所職

員の出張であるとか、そういった面につきましては、支所長の専決事項ですよというよう

なことで、この破線で囲んであるところが、それぞれ関連をする支所と本所の関連をする

課だということで一定の整理をしておるところであります。 

 それと、指導主事につきましては、この表にはあらわしてないところでありますが、指

導主事そのものが人の配置ということになりますんで、ここにはあらわしていないという

ことであります。指導主事そのものは、今現在も既に配置がされておりますけど、係とい

うような表現でございませんので、この表からは削除をさせていただきました。 

 それと、保育所長位置づけあるいは給食センター所長の位置づけ等々につきましては、

新町における一定の整理として、議会へ出る課長、それと議会へ出ない課長、そういった

整理をしております。そういったところで、現行では課長でおるわけですから、それを格

下げということにはならないかと思いますけど、一定の手当等々での処遇というんです

か、その辺については変えていきたいというふうに思っております。 

○上本会長 はい、黒木委員。 

○黒木委員 いや、今の教育委員会の指導係があったんですよね、前。その指導係をなく

して学校教育係の中で３係を前提示されておったんですが２係になっておりますんで、そ

このところは、指導係は学校教育係の方へ含まれるというお考えなんでしょうか。 

 それともう一つ、先ほどお尋ねのときに落としたんですが、部長制をどうするかという

ことについてあったんですが、ニュアンスとしてはどうも置かないようなニュアンスに聞

こえたんですが、検討してみるというふうなことだったんですが、今回もこれは置かない

ということで案が出されているというふうに理解すればよろしいわけですか。 
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○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 後段の方からでありますが、部長制については置かないということで整理

をしております。 

 それと、指導主事でありますけど、この表で言えば学校教育課の学校教育係ですか。係

の中へというのはちょっとあれなんですけど、課長と係長の間といいますか。位置づけで

言えばそういったところへ位置づくであろうというふうに思います。 

○上本会長 他に質問がありますか。 

 豊田委員。 

○豊田委員 甲山の豊田です。先ほど、今２７０人の職員になろうと言われたのですが、

１３課３室あるいは支所の４課合わせて１９課、室なるんですが、もちろんそれは課長で

しょうけど、今言われた保育所とかあるいは給食センターあるいは議会事務局等が課長級

になるとすれば、一体課長級は何人になるんか。ほいで、係長は何人になるんか。これ明

らかでありません。 

 それと、農村整備課というのが、農村というのが村がつくんですが、これどうして町の

中へ村を入れるんか。どういうわけでしょう。しゃっち村を入れなくても整備はできると

思うんですが。 

 後出てきますが、公の施設の名称については、かなり農村なんとかというのはなくして

スポーツセンターとかというようなことになっているんですよねえ。農村なくするんなら

なくして町らしくやるべきじゃないのか思うんですがね。農業整備課とか農業土木課と

か、もうちょっとしゃきっとした名前にした方が、町へ出ても通用するんじゃなかんの

か。農村、広島において農村整備課長ですというて。それか、農業なんとかというのはち

ょっとしゃんとしとるように見えるんですがね。しゃっち農村とせにゃあいけん理由はな

んでしょう。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 職員数の関連でありますが、課長は課長なり室長なりというのはそれぞれ

ここへお示しをしております課・室、収入役室は除きますけど、課長をそれぞれ置くよう

になろうかと思います。係につきましても、係長は配置をするということでありますん

で、それぞれの課・室へ課長・室長を。 

 先ほどありましたように、保育所、給食センター等につきましては、やはり、保育所長

とあるいは給食センター長という配置を予定をしておるところであります。これは、支所
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についても同様であります。 

 それと、農村整備課の名称でございますが、意見はいろいろあろうかと思いますけど、

事業等を行っていく場合、こういったまだ農村整備というような名称が、非常に、国の事

業、県の事業にしても多うございます。そういった意味では県等におきましてもまだ、ま

だというのは余韻があれですけど、県等におきましても農村整備課というふうなことで、

農村の整備室というようなことで置かれておるところであります。別に農村ということで

新町のイメージが崩れるというようなことはないと思いますが、いかがなもんでしょう

か。 

○上本会長 豊田委員。 

○豊田委員 課長は、したがって何人になるんです。ここへ書いてあるとおりでって言わ

れたけど、一切、一体何人になるん。係長は何人になるん。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 課長につきましては３５名、新町における課長であります。それから、係

長につきましては６１名プラス併任者がいるということで整理をしておるところでありま

す。 

○上本会長 豊田委員。 

○豊田委員 議会へ出て答弁するという、保育所あるいは給食センターは一体どこの保育

所、どこの給食センターが出るんです。かわりばんこに出るというようなことなのか。ど

こそこのを決めてる。 

○金尾幹事長 あれは、出ないということの説明をしたと思う。 

○豊田委員 あ、出ないん。 

○金尾幹事長 はい。 

○上本会長 ほかにご質問ございますか。 

 はい、奥田委員。 

○奥田委員 世羅西の奥田です。今ちょっと聞いた中で聞きますと、課長は３５人、係長

は６１名の併任ということは、よくある課長級で係長兼務というような表現に聞こえたん

ですが。 

 それと、後、保育所の所長の件ですが、うち世羅西でやっていますような、２カ所、２

保育所の一所長というような形をとられるのか。そもとも、それぞれ保育所に１名ずつ所

長配置を行われるのか、そこら辺を教えていただきたいと。 
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○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 先ほど併任と申し上げましたのは、例えば課長のところで係長を併任とい

うふうなことは考えておりません。課長が、例えば農業委員会の事務局長を併任すると。

今現在そういったことになっておろうと思いますけど、各町とも。そういったことであり

ます。 

 また、係長におきましての併任というのもそういったことで考えております。例えば、

今世羅町等で言えば、選挙関係の係長が総務を兼務をしておるというふうなことでありま

して、課長が係長兼務というふうなことではございません。 

 保育所の所長ですか、これは全部で１３課あろうかと思いますけど、１３保育所へ所長

を置くという計画であります。 

○上本会長 他にご質問がございますでしょうか。 

 黒木委員。 

○黒木委員 今の３５課長とおっしゃったんですが、本所が１２課３室ですね。それか

ら、支所が４課、教育委員会が２課、それから議会事務局等で４課あるんですが、３５の

課長というのは、例えば保育所長さんなんかはその数の中へ入っとるわけですか。どうい

う意味ですか。係も６１の係というふうに、ここの組織図で出てくる係を足しても６１に

ならんのですけどね。だから、相当職の者がほかにおるということですか。単純に言う

と、ここにある課長のほかに課長相当職、例えば何々という、給食センターの所長とかと

いうふうなものを含めて３５人いるという、こういうことでございますか。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 お尋ねのとおりであります。ですから、保育所の所長も含まれておりま

す。そして、給食センターの所長ですね。これも今の３５名の中に含まれております。 

○上本会長 檜谷委員。 

○檜谷委員 甲山町の檜谷です。今組織についてお話があっているんですが、今現在の３

町に分かれている職員の業務の分担、そういったものは職員から実態を調査された経緯が

あるんですか、どうなるんですか。今現実の業務をつぶさに調査をされたのですか。それ

とも、全然してないのですか。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 お尋ねのことがもう少しよくわからないんですが、実態は調査をしており

ます。ですから、幹事会でまとめたものを現場の方へ返したり、それからまたそこで、こ
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れはどうかというものがあれば、再度幹事会で調整をしたりということで、何回かのキャ

ッチボールはしてます。 

○上本会長 檜谷委員。 

○檜谷委員 それで、要するに業務の内容というのはよく把握されて組織が出たんだろう

と思うんですが、これをうまくやっていこう思うと規定なり、それから基準なり、そうい

ったものを見直す必要が若干あるんではないかなと思います。 

 やはり、どの職員がどこへ行っても同じ業務の内容をしてもらわないと、住民にとった

ら非常に、ある職員にとっては不公平になったり、ある職員になったら有利になったりす

るようなことがあったらいけませんので、要するに標準化してもらわないと困るわけです

から。住民からすると、どの職員でも同じサービスを受ける権利があるわけですから、そ

ういった規定あるいは基準を見直す時期というのが新町までにできるのかどうか、その辺

をちょっとお聞きしたいんですが。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 新町の事務分掌なりあるいは決済規定ですね。これは既に、これも専門部

会長等々とやりとりをする中、キャッチボールする中で、既に作成をしております。です

から、これでスタートをするわけですけど、その事務分掌等に従ってやるということにな

ればやはりやってもらうわけですけど、それのことによって、あ、このことはどこですか

ねというようなことはないと思います。 

○上本会長 他にご質問。 

 はい、寺田委員。 

○寺田委員 世羅町の寺田です。先ほどの説明で、課長職３５名、係長職６１名というこ

とですが、現在３町それぞれ単独で町、１０月１日の合併までは運営がされておるわけで

すが、課長、係長につかれない職員がいるのかいない、このことによって発生するのかし

ないのか。１０月１日、合併時に退職者の方もおられるというお話も聞いておりますが、

そこらの点についてお聞かせください。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 何名かは発生するであろうと思います。 

○上本会長 他にご意見ございますか。 

 田丸委員。 

○田丸委員 世羅西の田丸です。支所の方での会計扱い、出納扱いは、例えば町民の方が
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住民票なんかとりに来られた場合とか、そういった料金の支払いはどういうふうな形で払

っていくのかというのをちょっとお聞きします。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 従来と同じであるというふうに思っていただければよろしいと思います。

ですから、支所で例えば住民票をとりますよね。それはそこで完結すると、金銭等につい

てはということであります。 

○田丸委員 出納係を置かれるということでしょうか。出納員ですか。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 出納員辞令は出すようになるであろうと思います。 

 それと、支所に指定金融機関の職員を１名置くというふうなことになります。 

○上本会長 他にありますか。 

 はい、新井委員。 

○新井委員 世羅町の新井です。先ほど金尾幹事長の発言の中で、課長につかれない人が

若干名出るだろうとおっしゃいましたが、先般の黒木さんの質問のときには、それらのつ

かれない人は課長待遇とかというようなことで、処遇するというような発言があったので

すが、そこらはどがいなるのか、確かな発言をいただきたいと思います。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 現在課長である者を、例えば係長であるとか、そういった降格人事につい

ては考えておりません。数名ですけど、同等職として配置をするという考えであります。 

○上本会長 はい、新井委員。 

○新井委員 それでは、３町合併してのメリットというのはないんじゃないんですか。何

のために３町合併して経費を少なくするとか、人員を少なくして、これからの役場などを

守り立っていくというようなところがですが、そういうような処遇したり、そういうよう

なことをしよったら、もう３町合併したらあっさりそこでばっさり切るべきじゃないんで

すか。そこらを伺いたいです。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 職員につきましては、すべて新町に引き継ぐという大前提がございます。

それを、執行者側から、あなたはやめてくださいということにはなりません。 

○新井委員 やめるんじゃないんよ。処遇して課長待遇で残すというような発言ですか

ら。 
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○金尾幹事長 ですから、その点につきましては、先ほど来申し上げておりますように、

わかりやすく言いますと、７級の課長、給料表が７級制になるわけですけど、７級課長、

６級課長ということですみ分けをする予定であります。 

○上本会長 他にありますか。 

 黒木委員。 

○黒木委員 今の新井委員のご質問ですが、前回ちょっと確認したんとちょっと違うんじ

ゃなかろうかというように思うんです。前回は、職員の処遇については、課長でなくなっ

たら格付が当然下がるんだというお話で確認がなされてきたんじゃないかと思うんです。

その際、それは現給を保障しますというようなお話だったんです。それはおかしいんじゃ

ないんですかというのを皆さんが強く言ったと思うんですね。だから、その降格は初任給

等規則によって、降格する場合はこうなるんですよというふうに決まっとるわけですか

ら、それを、現給を保障する。現給でなしに直近上位持ってくるというような話さえあっ

たわけです。そりゃ、全くおかしい話じゃないですかというふうに申し上げたんです。で

すから、当然、合併特例法の中には、職員が全部引き継ぐということになっております。

ですから、それは法律上そうなっとるわけですから、これはもうそれに行かざるを得んと

思うんですが、職員の処遇の問題については、もうちょっとまじめに考えていただかない

と。そら、物笑いの種になりますよ。私はそう思うんですけど。そら、現給を保障します

というような、意味合い的にはわかるんですよ。わかるんですが、しかしそうならざるを

得んというのがこの合併の宿命なんですから。そういうことはもう少し本気に考えていた

だきたいと思うんですがね。そらあ、当然組合交渉の問題もありましょう。しかし、そこ

を乗り越えていくのが、その当事者の仕事の中身じゃないんでしょうかね。今即答は要り

ませんが、まだ合併まで時間があるんですから、十分ご検討いただきたいと思います。そ

ういうことを前提に、私どもはそれぞれの項目を確認してきたんですから、よろしくお願

いしたいと思います。 

○上本会長 はい、金尾幹事長。 

○金尾幹事長 そういう意味で言うのはおかしいんかもわからんですが、ですから、６級

の課長、７級の課長という振り分けをしているところであります。 

○上本会長 黒木委員。 

○黒木委員 課長でない者を６級の課長、７級の課長ということはないんじゃないです

か。それは、課長という職をやめてのかわりに何か、例えば参与とか、何か役人はよく自
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分で仕事、職名を作りますから、適当に作られるんだろうと思うんですが、少なくとも課

のないのに課長というのは、６級課長である、７級課長に、それはちょっとおかしいんじ

ゃないんでしょうかね。 

○上本会長  はい、金尾幹事長。 

○金尾幹事長 今考えておりますのが７級制を考えておりますけど、７級が課長職、課長

級の職であると。６級等については課長補佐あるいは主幹、そういった整理をしていくよ

うになろうかと思いますが。 

○上本会長 他にありますか。 

 はい、新井委員。 

○新井委員 世羅町の新井です。このことについては、３町合併の議員さん４０名を２２

まで落としたそれらの関係と一緒じゃないですか。交付金がこれからなくなるといったら

わしらも暫定２年を欲しかったんじゃが、そこらは涙をのんで認めてきておられるのに、

ただ職員がそういうような、優遇されるようなことがあっていいんでしょうか。民間企業

では、もう課長クラスは１５％ダウンとか一般職員５％ダウンが、民間じゃあざらじゃな

いですか。それのに、幹事長言われるような公務員がそういうようなことでやりよったん

じゃ、親方日の丸じゃというような考えがあったんじゃあ、これから先３町合併してもい

い方向に進んでいかないんじゃないですか。そこらを、もうひとつ毅然とした態度で考え

ていただきたいと思います。 

○上本会長 宮川副幹事長。 

○宮川副幹事長 甲山の宮川ですけれども、給料表で７級制を今考えています。それで、

７級が議会へ出る課長で、それから６級については、今説明しましたように課長補佐と

か、それから課長でも、例えば保育所長、こういったところが６級課長という位置づけに

させていただいているということで、基本的には、現給の保障というものは地方公務員法

でもこれはうたわれておりますので、現給保障という考え方の中で位置づけをやっていこ

うということで、優遇とかそういった形ではないと思います。要するに、先ほど言いまし

たように、支所の課長は６級課長、それから保育所の所長、こういったとこ、それから給

食センター、６級課長ということの位置づけにやっております。 

○上本会長 ちょっと待ってください。整理させていただきます。 

 次、荒瀬委員。 

○荒瀬委員 甲山の荒瀬です。先ほど宮川さんのご発言で多少わかったんですけれども、
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この職制表を見ただけで責任の所在がどこにあるということが、住民の側からいえば、職

制表を見ただけで自分が相談に行きたいこととかというのが、責任の所在がどこにあるか

ということをまず明確に、これを見ただけでわかるような職制を、表に出すときにいただ

きたいというのが意見だったんですけれども、今のご発言がありました中で課長級が７

級、で６級の課長がおり７級の課長がおり、課長補佐というのが明記されていれば、当然

その責任の所在については明確になってくると思いますので、是非ともこれは仕上げの段

階になりましたときに、だれのとこへ行きゃあいいんか。だれにどの責任があるんかとい

うようなことが、この職制表を見たときに、ある程度、相談に行く係または課がわかり、

ほいで困ったときに最終的に決断、交渉ができる人はだれなんかというようなことがはっ

きりわかるような形で出していただければと思います。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 その点につきましては、庶務規程等をまたお知らせをする機会があろうか

と思います。それを見ていただいて、このことはこの係へ言っていけばいいんだなという

ふうにわかってもらえると思っております。そういうふうなところで、やはり課のトップ

は課長でございますので、その課のことに関しては、課長のところで最終判断をすると。

そして、それでも上司との相談が必要であれば上司へ持っていくというふうなことになる

のが当然でありますんで、一定のトップというんですか、それは各課の課長というふうに

とらえていただいてよろしいかと思います。 

○上本会長 岡本委員。 

○岡本委員 甲山町の岡本です。基幹型在宅支援センターというのが新町に１つ設置され

るというのは説明があったとおりだと思いますけれども、この組織図の中ではどの係のと

ころなのか、どの場所なのか、ちょっと説明していただきたいということと、その人員、

基幹型の職員さんの数並びにその仕事内容を、住民とのかかわるところを説明していただ

きたいと思います。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 基幹型につきましては、現世羅町の保健福祉センターに置くようになろう

かと思います。 

 それと、人員につきましては、今現在まだ検討中でございます。そういったことで、人

員等につきましてどういうふうに考えておるんかということはまだ発表ができません。と

いうことでよろしいでしょうか。 
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○岡本委員 住民との接点を特に、ちょっと知りたいんですけど。基幹型と地域型は確認

されたと思いますが、基幹型については行政がされるんでしょうから、内容を教えてくだ

さい。 

○金尾幹事長 基幹型については行政主導で行っていきます。ほんで、地域型につきまし

ては、以前にもありましたように、世羅西の場合は委託をしておりますので、そういった

委託方式でというふうになろうと思います。 

 以上です。 

○岡本委員 さらに、住民が在宅支援について相談に参るときには、どこに具体的に行け

ばいいのか、ちょっとご説明いただきたいと思います。 

○金尾幹事長 この表で言いますと福祉係であるとか、そういうところを窓口にしていた

だければというふうに思いますが。 

○上本会長 岡本委員。 

○岡本委員 済いません。基幹型支援センターにはかかわりのないところなんでしょう

か。それとも、どういうふうに理解すればよろしいでしょうか。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 福祉課と保健課ですよね。これについては当然かかわりがあろうと思いま

す。ですから、福祉係あるいは保健指導等から保健福祉センターを出していますけど、そ

ういったところで、福祉課と保健課につきましては２課に分けてますけど、それぞれのと

ころの係の役割がございますんで、それぞれのところへ相談をしていただくということに

なろうかと思います。 

 具体的な相談等につきましては、基幹型につきましては職員が配置してありますんで、

そこでの相談にもしていただければと思いますし、地域型につきましては委託をしておる

というふうなところですんで、そこで相談をしていただくということになろうかと思いま

すが。 

○岡本委員 済いません。もう一つお聞きしたいんですけれども、それは基幹型支援セン

ターというのは、私はちょっと認識違いだったかと思いますけれども、それは行政主導な

んですけれども、各事業所ですね。今、介護保険なりいろいろ事業所が民間等ありますけ

れども、それを指導されるというふうに聞いてたんですけれども、住民の相談窓口として

の支援センターなんですか。それとも、どういうふうに理解すればいいん、そこら辺がち

ょっとわからないんですけれども。地域型は今民間へ、ないし他のところへ委託というふ
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うに、民間があるというふうに聞いてるし、現に世羅西ではくるみ会が委託を受けておら

れますが、基幹型支援センターというのはどういうふうになるんですか。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 総合調整といいますか、それぞれの支援センターの指導、総合調整、そう

いう役目が大きいと思いますが。 

○岡本委員 あ、住民が直接行く支援センターではないということですか。支援センター

間を調整されるということであって、住民が、ちょっと困ってるんだがというところでは

ないんでしょうか。そういうちょっとイメージを。住民の窓口と理解しとったの、それは

間違いなんでしょうか、どうなんでしょうか。 

○金尾幹事長 基幹型だからといって、全く住民のこと、要望聞かないということにはな

らんと思いますが。 

○岡本委員 ということは支援……。 

○上本会長 ちょっと整理させていただきます。挙手をして、また発言をしてください。 

 はい、岡本委員。 

○岡本委員 それでは、住民の相談に乗ってもらえるという窓口だったら、そこには相談

のための専門員さんがおられるということでしょうか。 

○金尾幹事長 その辺の職員配置を、今担当部局と調整を行いつつあります。そういうこ

とで……。 

○上本会長 ちょっと担当課が来てないんで、細に至ってはなかなか説明できないんで、

これを承認願いたいと思います。 

 鈴木委員。 

○鈴木委員 １つほど。先ほど何名かの方がおっしゃいましたけれども、職員さんのこと

なんですけれども、実はこれで大体のことがわかりましたけれども、別に答弁の中で言わ

れたように私たちが思っていることは、本俸、要は生活給まで下げてどうこうせって言っ

ておられるんじゃないと思うんですよ。要は、要らないポストを含めて課長職をあえて作

って、そこんところを、余り人数が減らないように配慮しましたよということではいけな

いよということをおっしゃっていると思いますので、おっしゃったこともわかります。確

かにそりゃあ下げちゃいけんと思いますけれども、それはあくまでも基本給の問題であり

まして、そこを下げてまでっていう話にはまだ皆さんは言っていないんだろうと思います

ので、そういうことも含めて、実際にこういうことの課を作って、実際にこれだけの数を
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せにゃあ本当にいけんかったんかなということが若干あるもんですから、そこで町長さん

もやられる。議会の方もやられる。やっぱりいろいろと苦労されて、新しい体制に向かっ

てから、住民も含めてからやっていこうとしているときに、職員がそういうことじゃいけ

んのじゃないんですかということを言われたと思いますので、そこらを真摯に受けとめて

考えていただきたいと思います。 

 それと、これは機構ですから、今度は器なんですけれども、そのことはまだ決まってな

いんですよね。どこにどういうふうな、例えば甲山のあの庁舎の中に全部これが入るとは

思いませんし、ですから甲山の庁舎には何々が入りますよということについてはまだ今検

討中ということです。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 後段の部分でありますが、一定の物差しというんですか、それは出してま

す。それをもとに、今部会で検討をさせております。 

 それと、最初の部分でありますが、委員さん方からの意見は真摯に受けとめまして、や

はり一定の方向というんですか、それは出しておるつもりではあるんですが、どうしても

現職員は引き継いでいかなければならないということであります。ですが、現在の課長が

すべて７級の課長になるかというと、そういうことにはなりません。そういったところで

の整理はさせていただいとるつもりであります。 

○上本会長 鈴木委員。 

○鈴木委員 今は５級ですよね、多分。それを７級にされるというには意味があるんでし

ょうが、７と６との違いというのは手当について違いますよということですね。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 本俸そのものも違ってくると当然違います。 

 それと、手当等につきましても違ってきます。 

○鈴木委員 ああ、申しわけありません。そういうことですね。わかりました。 

○上本会長 黒木委員、発言ありますか。 

 はい、黒木委員。 

○黒木委員 先ほど、議会へ出る課長と議会へ出ない課長というようなお話がございまし

たが、私はその話は納得できんのですよねえ。それは、例えば議会の方から、必要に応じ

て出てこいというふうに話もありましょうし。だから、議会へ出る。先ほど、係長相当

職、係を言いましたけれども、それは議会に出る課長とそうでない課長をここへすみ分け
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したんだというふうなお話だったんですが、どうもその説明は納得しかねるんです。です

から、私が、必要な課に課長が１人おればいいんで、課のないところへ課長がおるという

のはわからないんですね。 

 そのことと、地方公務員法に現給保障の規定がありますというのありましたが、どこに

あるんですか、ちょっと教えてください。 

 そんなことで、課長を、結果的には降任はないということなんでしょ、今お考えになっ

ておられるものを見ると。どうもそのようにしかとれないんです。ですから、職員の取扱

いのとこで、降格する場合には現給保障しますと。しかもその現給保障すりゃあいいの

に、直近上位持ってきますというまで話があったんですよ。それはおかしいじゃないです

かと。それは、初任給昇格の基準の規則の中には、直近下位へ持ってくるというふうにな

っとるんですよ。その初任給規則変えるんですか。だから、心情的な部分と実際の取扱い

をごちゃごちゃになさるといけないんで。ですから、その人間がおる限りは課長の相当職

として処遇しますというんなら話はわかるんですよ。それを、６級課長じゃ７級課長じゃ

というようなことになっちゃあ全く意味がわからないんです。 

 非常に厳しいことを言うようなんですが、さっき新井委員もおっしゃったように、これ

は当たり前のことなんですよ、世間通常で。よその地方公共団体でも、定員を減します、

５％カットしますというようなことをやってるじゃないですか、現に。現給保障するんだ

ったらカットのことはできないんですよ。この条例事項できちんと決めなきゃいけないわ

けです。現給保障しなきゃあならないという地公法の規定はどこにあるんですか。まだ１

０月まで時間があるんですから、ひとつ十分中で検討していただければと思うわけです。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 説明の仕方が不十分なんだろうと思います。７級は課長級であります。６

級は課長補佐級という整理になろうと思います。 

 ほんで、現課長がその６級と７級に当然分かれていくということになります。ですか

ら、７級が課長で、おっしゃいましたように６級へ行った場合は相当職という取扱いにな

ります。 

○上本会長 横山委員。 

○横山委員 世羅西町の横山です。ちょっとお伺いするわけですが、現在５等級制である

わけですね。今度７等級制に移行するわけでございますが、その移行の間において、課長

級以外の職員でも、５等級制から７等級制へ移行する中で、直近上位に位置しなきゃあな
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らん、移行せなきゃならんことになるような話だったんですが、それに対する財政面への

波及効果が非常に大きくなってくるんじゃないかと思うんですが、そこらの点についても

検討をされておるでしょうか。わかりますか。私が言ってることわかりますか。５等級制

を７等級制に移行するわけですね。２等級増やすわけですから、全員……そうじゃないん

ですか。そうでしょう。だったら、それに対する、やっぱり直近上位に位置すると、また

相当、その現給保障をしたにしても相当波及してくるんじゃなかろうかと思うんですが、

そこらどういうふうに検討しておられるか、ちょっとお伺いします。 

○上本会長 はい、金尾幹事長。 

○金尾幹事長 今の５級制を７級制に広げるということでありますんで、そういった意味

においては下がる職員、将来賃金を考えた場合、下がる職員が出てきます。要するに、１

級から５級まであって、５級の最高のところが、５級のある範囲が７級へ行くということ

ですから、総額というんですか。例えば、全体的には下がってくると思います。 

 それと、やはり３町それぞれ水準というんですか、それが違いますんで、それも調整す

る必要があります。それは高い方へ調整をするということにはしておりません。 

○上本会長 ここでちょっと休憩を挟ませていただきましょう、時間がちょっと大分たっ

たんで。まだ手が上がっておったのが確認できてございますから。１０分ほど休憩させて

いただきます。 

 ３時２５分に開会させていただきます。 

午後 ３時２０分休憩 

午後 ３時３０分再開 

○上本会長 時間がもうオーバーしてますんで、再開します。 

 いろいろご意見もいただいておるんですが、かなり時間も経過しました。質問を受けな

いということはしませんが、できるだけ簡潔にご質問いただいて、ひとつ報告事項ではな

くして、その点ご理解いただきたいというふうに思います。申しわけございません。 

 じゃ、溝上委員。 

○溝上委員 どうもよくわからんのですけども、これ、本当の課長さんとうその課長さん

がおるということなん。議会へ出られる、ここのこういった収入役の下の総務課長さんか

ら上下水道課長さん。ああ、下の生涯学習課の。ここまでが課長さんであって、これ１４

名ですか。ほいで、あとの支所については、これは課長ではないんですよね。いわゆる課

長補佐。今、何級何級についても、我々ちょっとよくわからんのですけども、議会へ出
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て、出られる課長さんが本当の課長さんだろうと思うんですが、ほんでそうなったとき

に、これは合併するんで、課長さんをなくすることができんので暫定的にこうやるんか。

将来ともこの３５の課長さんという形で、この組織でずっと残っていくんか。ちょっとや

っぱりそこらわかりにくいんですよ。 

 ３５名の課長さんで将来ともやっていくということなんか、これはたちまちどうもしよ

うがないという話なんか。そこら、庶民にわかりやすうにひとつ説明していただけたら思

うんですが。何号何号というのちょっとわかりにくいんです。済いません。 

○上本会長 宮川副幹事長。 

○宮川副幹事長 ちょっと済いません。私が説明したことでちょっと誤解というか、私も

ちょっと間違ったことを言ってましたので、地公法で現給が保障というのはこれは間違い

でございまして、不利益を与えないということの基本の中で言ったという考え方です。 

 それと、議会へ出る課長と、それからそうでない課長というのはわかりやすく言ったつ

もりなんですが、基本的には、７級と６級というのは、課長はあくまでも課長で、それか

らの支所にしても保育所の所長にしても課長補佐待遇ということであって、現在各町にお

いて課長でございますので、当面は課長待遇としてという扱いで、ただ６級の課長補佐級

のところへの位置づけというふうに認識していただければいいんじゃないかと思うんです

が。 

○上本会長 他に質問がございますか。 

 はい、鈴木委員。 

○鈴木委員 最後にしますけれども、私は、５級を７級にされた意味ですよね。とらざる

を得なかった、採用しなければいけなかったことの根拠をちょっと教えていただければ。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 職階制を引いたということです。職務職階を明らかにしたと。 

○鈴木委員 きちっと、へえじゃけそこへはポストはめるということ。 

○金尾幹事長 ですね、はい。 

○鈴木委員 はい、わかりました。 

○上本会長 石岡委員。 

○石岡委員 石岡でございます。ちょっとお伺いするんですが、これは、今の、ほんまの

課長うその課長というようなことではなしに、農村整備課、環境整備課、建設、いわゆる

土木、建設部ですかね。この関係で、今までの小さい町であったら専門職というわけには
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いかんということで、この前税務課へおったんが土木の方へおったというようなことで、

非常に業者にばかにされるような格好のあれが現実にあったと思うんです。これは言って

も言わんでも現実にあることなんですが、今度３町合併したら３町の職員の中で、これの

５課の専門職相当のんが埋められるのかどうか。今までのやり方を改正されるのかどう

か、ちょっと意見として聞いておきたいと思います。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 今の３町に専門職がおるかというと、ななかかそうではないのが現状では

なかろうかと思います。あるいは、その職にたけた人も中にはいるという実態もあろうか

と思います。やはり、組織機構のとこで、専門ということを協定書の中でうたってますん

で、今後あるべき方向とすれば、やはりそういった技術畑は技術畑での登用といいます

か、そういった方向にしていくことが、今言われたようなことに対応できるのではなかろ

うかと思います。そうは言いましても、一定の首長の考え方等も出てこようと思いますん

で、そこら辺でとどめさせていただきたいと思います。 

○上本会長 他にありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○上本会長 それでは、一応、新町の行政機構につきましての報告につきましては、一応

のところでこれ終わらさせていただきました。 

 続いて、報告第２９号公の施設の名称について報告します。 

 山口事務局長。 

○山口事務局長 資料９ページをお開きください。その前に訂正をお願いしたいところが

ございます。１０ページの甲山町のところでございますが、その他のところに、現名称が

甲山町総合交流ターミナルとあります。新名称が、これが甲山町総合ターミナルと同じに

なっておりますが、「町」を削除いただきまして、「甲山総合交流ターミナル」に訂正を

お願いいたします。深くおわび申し上げます。 

 それでは、９ページ、報告第２９号公の施設の名称について。 

 公の施設の名称について、別紙のとおり報告する。 

 平成１６年６月２３日提出。 

 世羅郡三町合併協議会会長上本仁志。 

 これでございますけども、公の施設の名称については、住民がなじんでいる現在の名称

を使用することを大原則とし、特に地域を示す表現は、現在の名称を最大限尊重して整理
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をしました。原則として、学校、保育所及び診療所には、冠に世羅町立をつけて、その他

は冠に世羅町をつけております。しかし、例外がございまして、観光関係施設や集落など

に密着した施設で、従来から町がついてないなど、世羅町を冠につけない方がわかりやす

いと感じられる施設については、正式名称に冠をつけておりません。この施設とは、観光

関係施設、消防屯所、集会所、共同墓地、飲料施設、町営住宅、簡易水道、浄水場、汚水

処理場などがございます。また、３町に類似の施設がそれぞれある場合や、旧町地域に密

着した施設については、甲山、世羅、世羅西の地域名を頭につけております。また、機能

などを表現する名称の統一については、個別の事情により判断をいたしております。 

 なお、世羅西の表記については、小学校やタウンセンターなど、最近建設をされた新た

な施設は世羅西を平仮名表記をしているということから、中学校以外は今回すべて平仮名

表記としております。 

 １０ページから１１ページまでの公の施設の名称を、現名称、新名称で、住民の方に特

に関係する施設を掲載しております。 

 以上で説明を終わります。 

○上本会長 公の施設の名称につきまして報告させていただきました。 

 ご質問をいただきます。 

 黒木委員。 

○黒木委員 今のご説明の中に、現在の名称を尊重してやったということのようでござい

ますが、あそこの人権関係のところですが、世羅町は現在世羅町福祉会館、世羅西は世羅

西町人権センターになっておるんですが、甲山町は甲山文化センターになっとんですが、

これを今回は、世羅と世羅西にあるのは人権センターになっとるんですが、甲山はそのま

ま甲山文化センターにしてあるんですが、ここは統一するというようなお考えはなかった

んでしょうか。 

○上本会長 宮川副幹事長。 

○宮川副幹事長 現在の名称を尊重したということです。 

○黒木委員 じゃあ、ここ書いたんでええが。 

○上本会長 ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○上本会長 ないようですから、名称につきましては以上で報告させていただきます。 

 続いて、報告第３０号新町の指定金融機関について報告します。 
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 山口事務局長。 

○山口事務局長 資料１２ページをお開きください。 

 報告第３０号新町の指定金融機関について。 

 新町の指定金融機関について、次のとおり報告する。 

 平成１６年６月２３日提出。 

 世羅郡三町合併協議会会長上本仁志。 

 新町の指定金融機関について。 

 新町の指定金融機関については、尾道市農業協同組合とする。 

 以上で説明を終わります。 

○上本会長 以上で報告を終わります。 

 ご意見、ご質問ございますか。 

 はい、井上委員。 

○井上委員 ほいじゃ、ちょっとお聞きします。 

 何ら反対でも何でもないんですが、確認だけさせてください。 

 今回、公的指定金融機関が尾道農業協同組合ということになっとんですが、こういった

ことに至る経緯について、３町の町長さんの段階でいろんな検討なされたと思うんです

が、どういった状況あるいはどういう状態で町の指定金融機関に入ってこられるのか。あ

るいは、こちら側の３町の町長さんの段階で、条件等々つけられてそれを承諾の上で尾道

市農協が入ってくるのかどうなのかということと、世羅西の状況見ると、玄関近くへとい

う意味ですか、キャッシュカード、そういうコーナーを設けてあるわけですが、新町にお

いて農協さんは本所並びに支所について、そういうことをどのように考えておられるのか

と。それが１点。 

 そしてもう一つ、漏れ聞いた話なんで、私もはっきりしたことはわかりませんが、今世

羅郡農協が地域本部という形になって残ってるわけなんですが、合併後、これが２年後、

どうやら地域本部ということがなくなって引き上げられるというお話をちょっと漏れ聞い

たんですが、それも要するに三者の中で納得の上あるいは確認の上で農協さんを金融機関

として指名されたのかどうなのか。恐らく地域本部が支所という形に、２年、３年先には

なるんじゃなかろうかと思うんですが、そういうこともご存じの上でやられたのかどうな

のかをちょっと確認をしてみたいと思います。 

○上本会長 金尾幹事長。 
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○金尾幹事長 まず１点目の経過についてでありますが、事務方としまして指定金融機関

決定に当たってその資料となるものが必要であろうというふうなことで、郡内にあります

金融機関に対しまして一定の説明会を開きまして、こちらの要求事項に回答していただく

という作業をしております。そういった中で、４店舗からそれぞれ回答をいただいて、そ

の整理をしてきたところであります。 

 それから、そういった中で、助役段階での判断というんですか、そこらにつきましては

非常に困難であるということで、町長を３町長の政治的判断にお任せするということで、

助役段階としては整理をしてきたところであります。 

 それと、ＡＴＭの件でありますが、ＡＴＭについては本所に置くということを回答をい

ただいております。支所にはございません。 

 それと、地域本部が支所になるのではないかということについては、まだ私の方、これ

は個人的ですけど聞いておりませんので、お答えをしかねるところであります。 

○上本会長 よろしいですか。 

 はい、豊田委員。 

○豊田委員 豊田です。農協になったという点では別に問題ないと思うんですが、今まで

甲山町は広総でやってきて今もみじになってますが、特別、小さいことはあったんだとは

思うんですが、これといって議会に報告されるような問題点はなかったんですね。 

 農協については、私個人の関係でも、貯金、預金等の関係ではもう数件の問題は確かに

ありました。こういう点は、公金管理のとこになって一件ともあってはならんことなんで

すが、新しい契約においてはそういう点はどのようにしっかりさせるんか。農協の人事も

いろいろぐるぐる変わって、先ほどもありましたが、貯金のとけへおるかと思えば営農の

方へ行っておるとかいろんな、専門、適性分野に配置されてないという場面もあるんでは

なかろうかという点が起こると思うんです。銀行はもう既に銀行の職員だけでやってます

から専門性が高いと思うんですが、そういうこと等を勘案して、事件・事故があってはい

けないんですが、そこらはどういう契約、どういう指摘をして新しい指定金融機関にする

のかお聞きします。 

○上本会長 金尾幹事長。 

○金尾幹事長 契約の件でございますが、まだ契約はいたしておりません。今、そのとこ

ろを、収入役等を中心に詰めてもらっているところであります。 

 それと、職員の適性配置というんですか、その点については強く要望をしていくべきで
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あろうというふうに思います。 

○上本会長 はい、豊田委員。 

○豊田委員 他の自治体等全国に関係しますが、指定金融機関と自治体との関係で大きく

問題になった点、幾つか上げてください。 

○上本会長 どういうことでしょうか。 

○豊田委員 なけらにゃない。参考までにお伺いしたい。 

○上本会長 今の報告事項のと少しご意見がそれるというように私感じますんで、答弁の

方はご容赦いただきたいと思います。 

 いかがでしょう。ほかにはありませんか。 

 はい、溝上委員。 

○溝上委員 あ、溝上です。世羅西の場合は、今のもみじ銀行ですか。あれがあそこへＡ

ＴＭですか。現金出し入れできる機械を置いとるわけですが、これがなくなるということ

なんですか、指定金融機関変わったら。 

○上本会長 今田副幹事長。 

○今田副幹事長 もみじ銀行さんからそうした話は正式には聞いておりませんけども、や

はりメリットとかいろんなことを考えられたらそういう懸念は頭の中にあります。 

○上本会長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○上本会長 ないようですから、指定金融機関についての報告は以上でございます。 

 続いて、次第３（３）の協議事項に移ります。 

 協議第７２号平成１５年度世羅郡三町合併協議会決算認定について、事務局から説明い

たします。 

 山口事務局長。 

○山口事務局長 資料１３ページをお開きください。 

 協議第７２号平成１５年度世羅郡三町合併協議会決算認定について。 

 平成１５年度世羅郡三町合併協議会決算認定について提案する。 

 平成１６年６月２３日提出。 

 世羅郡三町合併協議会会長上本仁志。 

 平成１５年度世羅郡三町合併協議会決算認定について。 

 平成１５年度世羅郡三町合併協議会歳入歳出決算を別紙監査委員の監査報告をつけて認
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定に付する。 

 １４ページをお開きください。 

 平成１５年度世羅郡三町合併協議会歳入歳出決算書。 

 歳入。一金２，４００万３，０００円。当初予算額でございます。一金２，２５６万

８，０００円、現計予算額。一金２，２５６万８，６５４円、歳入決算額でございます。 

 歳出。一金２，４００万３，０００円、当初予算額。一金２，２５６万８，０００円、

現計予算額。一金２，１７２万４２８円、歳出決算額です。 

 歳入歳出差し引き残額８４万８，２２６円。これにつきましては、平成１６年度へ繰り

越すというものでございます。 

 次に、１５ページをお開きください。 

 平成１５年度世羅郡三町合併協議会歳入決算書。 

 １款負担金、１項負担金、予算現額１，８００万円、調定額１，８００万円、収入済額

１，８００万円でございます。 

 ２款繰越金、１項繰越金、予算現額４１２万６，０００円、調定額４１２万６，７３０

円、収入済額４１２万６，７３０円で、予算現額と収入済額との比較ですが、７３０円の

増です。 

 ３款諸収入、予算現額４４万２，０００円、１項預金利子、調定額１６２円、２項雑

入、同じく４４１万７６２円、それぞれ合計をしまして、調定額４４１万９２４円、収入

済額は４４１万９２４円で、比較では７６円の減であります。 

 歳入合計。予算現額２，２５６万８，０００円、調定額２，２５６万８，６５４円、収

入済額２，２５６万８，６５４円で、比較で６５４円の増となっております。 

 平成１５年度世羅郡三町合併協議会歳出決算書ですが、１款運営費、予算現額１，４８

３万２，０００円、１項会議費、支出済額が４１８万８，７８４円、２項事務費１，１４

５万７０７円。それぞれ支出を足しまして支出済額が１，４３３万４，４９１円、不用額

が４９万７，５０９円で予算の比較も同じでございます。 

 ２款事業費、予算現額７４５万６，０００円、１項事業推進費、支出済額７３８万５，

９３７円、不用額が７万６３円、比較も同じでございます。 

 ３款予備費、予算現額２８万円、１項予備費で支出済額０で不用額が２８万円。歳出合

計が、予算現額２，２５６万８，０００円、支出済額２，１７２万４２８円、不用額が８

４万７，５７２円、比較も同じでございます。 
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 次のページをお開きください。１６ページ。１６ページは、歳入歳出決算事項別明細書

でございます。 

 １款負担金、１項負担金、１目負担金で、これは１，８００万円の調定で、収入済額

１，８００万円でございます。これは、３町それぞれ６００万円ずつの負担金で１，８０

０万円ということでございます。 

 ２款繰越金、１項繰越金、１目繰越金でございます。調定額４１２万６，７３０円、収

入済額４１２万６，７３０円で、平成１４年度からの繰越金でございます。 

 ３款諸収入、１項預金利子、１目預金利子でございます。調定額１６２円、収入済額１

６２円で、これは預金利息でございます。 

 ２項雑入、１目雑入でございますが、調定額４４万１，７６２円、収入済額４４万１，

７６２円で、これは寄附金・調印式会費などで雑入としております。 

 歳入合計が、予算現額が２，２５６万８，０００円で、調定額２，２５６万８，６５４

円、収入済額が２，２５６万８，６５４円でございます。 

 １７ページ、歳出決算事項別明細書でございますが、１款運営費、１項会議費、１目会

議費でございます。報酬が、支出済額が３１５万９，０００円、需用費３８万３，６８７

円、委託料が６４万６，０９７円、それぞれ合計しまして、会議費４１８万８，７８４円

を支出をして、不用額が３５万２，２１６円でございます。 

 ２項事務費、１目事務費、報償費１６万５，５９６円、支出済額１６万５，５９６円、

需用費１７２万３２６円、役務費２１万円、委託料２８万４，６５０円、使用料及び賃借

料が３０６万４，７３５円、備品購入費５７万５，４００円、償還金、利子及び割引料で

４１２万５，０００円の支出済額でございます。それぞれ合計して１，０１４万５，７０

７円、不用額で１４万５，２９３円となっております。 

 ２款事業費、１項事業推進費、１目事業推進費でございます。需用費支出済額が１７３

万１，５６６円、役務費が１７万４，８４１円、委託料５４７万９，５３０円、それぞれ

合計しまして７３８万５，９３７円を支出しております。不用額が７万６３円でございま

す。 

 ３款予備費、１項予備費、１目予備費、２８万円の予算現額で、支出済額はございませ

ん。不用額で２８万円、歳出合計が、予算現額２，２５６万８，０００円、支出済額２，

１７２万４２８円、不用額が８４万７，５７２円となっております。 

 以上で説明を終わります。 
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○上本会長 続いて、平成１５年度の決算につきましては、監査委員さん方の監査をいた

だいてございます。監査委員の会計監査報告をお願いいたします。 

 野曽原監査委員。 

○野曽原監査委員 それでは、ただいまから監査報告をいたします。 

 先月５月２０日、平成１５年度の世羅郡三町合併協議会の会計監査、これを実施いたし

ました。このとき、甲山町からは橋本監査委員、それから世羅町からは田中監査委員、そ

れと世羅西から不肖私野曽原が参加して、３人でもってやらせていただきました。 

 会計につきましては、皆さんご承知のように世羅郡三町合併協議会の規約並びに財務規

定というのがございまして、これに照らし合わせまして、預金通帳、日計表、その他関係

帳簿並びに証拠書類、これを相互にご都合検査いたしまして、細部にわたりいろいろ見せ

ていただきましたが、計数上の不符号もなく適正に処理されておりましたということをこ

こに申し上げまして監査報告を終わります。 

 以上。 

○上本会長 ありがとうございました。 

 ただいま事務局が説明しました決算並びに、また監査委員さんから監査報告につきまし

て、委員の皆さんの中からご意見、ご質問がございますでしょうか。 

 ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○上本会長 ないようでございますんで、平成１５年度世羅郡三町合併協議会決算認定に

ついてはご確認いただいたということにさせていただきます。ありがとうございました。 

 続いて、協議第７３号平成１６年度世羅郡三町合併協議会補正予算についてを、事務局

から説明いたします。 

○山口事務局長 １９ページをお開きください。 

 協議第７３号平成１６年度世羅郡三町合併協議会補正予算について。 

 平成１６年度世羅郡三町合併協議会補正予算について提案する。 

 平成１６年６月２３日提出。 

 世羅郡三町合併協議会会長上本仁志。 

 平成１６年度世羅郡三町合併協議会補正予算について。 

 平成１６年度世羅郡三町合併協議会補正予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 
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 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８４万７，０００円を増額し、歳入

歳出予算の総額をそれぞれ８３５万円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によるということで、２１ページをお開きく

ださい。 

 第１表歳入歳出予算補正。 

 歳入。２款繰越金、既定額１，０００円、１項繰越金８４万７，０００円を増額補正

し、計８４万８，０００円でございます。 

 歳入合計、既定額７５０万３，０００円、補正額８４万７，０００円、計が８３５万円

となります。 

 歳出。２款事業費、既定額３３５万円、１項事業推進費８４万７，０００円の増で、計

４１９万７，０００円でございます。 

 歳出合計７５０万３，０００円、補正額８４万７，０００円で、８３５万円となりま

す。 

 ２２ページ。 

 歳入でございますが、２款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、これは平成１５年度から

の繰越金で８４万７，０００円としております。 

 ２３ページ。 

 歳出。２款事業費、１項事業推進費、１目事業推進費でございますが、既定額３３５万

円、補正額が８４万７，０００円です。これは、需用費を１４万７，０００円、これは町

章募集の印刷、チラシ等のもので、今回増額をさせていただいております。 

 それと、委託料の方で、町章類似調査委託業務で１６０万円。新町例規作成業務委託料

を９０万円減額し７０万円ということで、今回提案をさせていただいとるところでござい

ます。 

 以上で説明終わります。 

○上本会長 ただいま事務局長より説明申し上げました補正予算につきまして、委員の皆

さんからご意見、ご質問がございますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○上本会長 ないようですから、平成１６年度世羅郡三町合併協議会補正予算については

ご確認いただいたということでさせていただきます。ありがとうございました。 
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 以上で議事の方は済みましたが、次第４その他、何か。 

○上本会長 事務局の方は別に提案はないようですが、委員の皆さん方で何かございます

でしょうか。 

 寺田委員。 

○寺田委員 世羅町の寺田です。これ５月１２日に発行されました世羅郡三町合併協議会

だより第２０号にかかわってちょっと質問なり教えていただきたいことがありますので、

二、三、お願いをいたします。 

 世羅郡三町の当初の予算がここに乗っておるわけですが、これは今まで合併協議会でも

質問やら答弁の中で、通年予算ということで編成されとるもんだろうというように解釈を

するわけですが、そこで、この予算に乗っております繰入金ですね。合併協議会、当初か

らずっと質問してきたんですが、議会で議決されてないものを、しかも公表するわけには

いかんということでいまだに公表されてないんですが、この当初予算に基づいて３町が繰

入金を、１６年度当初予算で基金を取り崩されておると思うんですが、この予算どおりに

執行したと仮定された場合に、合併、１０月１日ですか。現在に基金は各町、できれば各

町教えてほしいんですが、３町そろってでもいいですが、幾ら残るのかということを教え

ていただきたいと思います。 

 それにかかわって実質的には、使える基金と使えない基金があると思うんですが、使え

る基金についてのみでも結構です。 

 それから、大変、当初予算組むに当たっては苦慮されたことと思うんですが、３カ月余

り後に合併を控えて、今の時点で一番心配しとる点等があり、まあ心配しとらん言われり

ゃそれでいいんですが、心配しとること等があれば、各３町の町長さん、助役さんでもい

いんですが、お願いしたいと思いますが。それにかかわって３カ月後の合併後の新しい世

羅町としてのスタートはスムーズにいく。いかないといけないわけですが、住民に迷惑の

かからないようなスタートができるんだろうと思うんですが、そこらの点についてお願い

をいたします。 

 以上です。 

○上本会長 持ち込み基金については、世羅西町は３月の協議会で申し上げとるはずなん

で、控えさせていただきます。 

 じゃ、どこでされますか。 

 甲山町は宮川助役か。 
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○宮川副幹事長 ちょっとここへ確かな資料がございませんけれども、２億３，０００か

４，０００というところだと思います。 

○上本会長 世羅町、金尾助役。 

○金尾幹事長 持ち込みの基金、今想定しておりますのが、１６年度の取り崩しを行って

４億円。 

○上本会長 懸案事項いろいろあるのはありますけども、いずれ新町において調整すると

いう項目が随分あるんで、そこら辺は少し早く整理されるように、我々もそれまでできる

ことはできるだけ整えておこうということでやっておられると思いますんで、合併後にど

れが問題になるというて考え方を話すのはなかなか難しいと思いますが、今の時点でね。 

 はいどうぞ、寺田委員。 

○寺田委員 私が尋ねたいのは、そういった調整に時間がかかるということも住民に迷惑

がかかることにつながってくるんでそういった心配もあるんですが、財政的な面での心配

はされておらないのかどうか、そういったことについてお尋ねします。 

○上本会長 一般論でよろしいですか。 

 三位一体の改革というのが、特に平成１６年度の予算編成のときに、少し非常に厳しい

もんになって、実質的に前年対比１２％減という事態に追い込まれて、全国的に町村が１

６年度の予算編成に苦慮したということがあって、総務省主導の合併が少し、財務省の意

見が強く入り過ぎる中で、この春、全国６団体、県、市、町の各団体が６団体武道館集ま

って総決起大会ということなく三位一体の改革の中身の実効性をうたったようなことござ

います。そん中で、これから、さらに三位一体の改革の中身が地方にとって厳しいものに

なるとすれば、財政的には非常に窮屈になるのという予想はできるとこなんですが、知事

以下、そのことについては、一生懸命にいろんなところの調整、国・県との、国との調整

を図っていただいて、特に広島県は合併先進県でございますんで、そこら辺についての整

理はしっかりやっていただいてるということだと思いますが、まだまだ不確定、不透明な

とこはあるというように私は認識があります。何かあったら言ってください。ないです

か。 

○上本会長 以上です。 

 小川委員。 

○小川委員 ２点だけお聞きいたします。 

 他町のことでなんなんですが、救急設備を世羅西さんやられるということをいろいろと
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お聞きして、議会の方でも私の方でもいろいろと審議されるわけですが、その後の経過報

告を担当町の町長の方から説明していただきたいと。 

 それともう一点は、建設計画がなされてから、新町においての建設計画がなされてその

後、この建設計画に狂いは生じていないかいるか、そこら辺もひとつあわせてご報告をお

願いいたします。 

○上本会長 １点目については今田助役の方からお答えさせていただきます。２点目につ

いては金尾幹事長でお願いします。 

○今田副幹事長 それでは、世羅西の救急業務のことのこれまでの経過報告を若干させて

もらいたいと思います。この件につきましては、この協議会で建設計画等々に確認をされ

ておりますけれども、要するに経常経費が高くつくと非常に財政が厳しくなるんで、どう

いう方向で進めているかということだろうと思っておりますけれども、現在、三原市の消

防局の方と、一応旧町段階でできる準備はしていこうということで、平面図なり計画なり

人的配置の問題、それから補助金の獲得の見込み等を三原市さんと調整をしまして話を進

めておる段階で、それで敷地の方につきましては若干の造成を済ませておりますし、また

これに伴う、町としての気持ちとしまして、基金でも作って持っていこうかとか、そうい

うふうな心の準備はさせてもらっております。 

 詳細につきましては、消防防災の担当、３町の課長さん方と協議をしてまいりたいとい

うふうに思います。 

 それと、最後の新町の建設計画のことなんですけれども、これは先ほど会長が説明しま

したように、他の市町村の例を見ましても、例えば安芸高田市が新町建設計画に沿ってや

ったら７億５，０００万円の財源が足らなくなったから、これは旧町が持ち寄った基金で

当面をしのいでいこうというふうな状況になって、こうした状況から見ると大変厳しい状

況であるというふうに今考えておりますけども、今日確認をされております建設が、すぐ

といいますか、計画どおりに進捗されますように、今後の新しい火葬計画なりの後期の計

画の中で最終的な詰めを急いでまいりたいというふうに考えております。 

○上本会長 小川委員。 

○小川委員 当初１億円という救急設備の話を聞いておりますが、その後やはり１億円ぐ

らいかかる予定なんでしょうか、どうでしょうか。 

○上本会長 今田助役。 

○今田副幹事長 これは大変微妙な問題といいますか、三原市さんとこへ、交代制の人員
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体制の問題で当初お話を申し上げたのは約１０名か１１名体制でというお話の中で、３町

協議の中で１億円程度という話をしておるんですが、これはやはり今各町とも、三原市さ

んも大和町さんを含めた消防のあり方等々かなりの問題点もあるというふうなところから

もう少し検討させてほしいというふうな話も聞かせてもらっておりますので、早い時期、

もちろんこの経常的な経費が低減できるような方法で、世羅西町としても取り組んでまい

りたいというふうに考えております。 

○上本会長 他にありますか。 

 豊田委員。 

○豊田委員 豊田です。合併協ももう終わりに近づいとんですが、最後になるかもわかり

ません、その合併協は。一体何が出るのか、何を出さなければいけないのかという点はど

うなのか。あるいは、さっき組織機構図等でもかなりの時間を要しましたが、これはやは

りもっとわかりやすいものを出されないから質問が多いんです。もっと親切に、大体見れ

ばわかるようなものを提示されるべきです。答弁の方もちょっとしどろもどろの点もかな

りあったと思うんです。もっとすぱっとできるような答弁がさっとできるように、もっと

資料の方もそろえて出してもらいたい。集まってきとる者、素人かなり多いわけです。行

政関係のもんではないんです、全部がね。わかりやすい資料出してもっとスムーズに事が

運ぶように、もっと親切なものを出されるべきだと思います。 

 条例とか規則とかそのほかの決まり事等は、一体、全容はいつ明らかになるのか。 

 以上です。 

○上本会長 山口事務局長。 

○山口事務局長 豊田委員のご質問にお答えをします。 

 最後の合併協議会で何をするのかというこういうご質問でございますが、まず解散につ

いて協議をいただくことになります。それで、それまでに準備をした中身で協議会の方へ

報告すべき事項があれば、それもあわせて報告をさせていただくと、このように考えてお

ります。 

 それと、資料についてもう少しわかりやすいものを出すべきだというこういうご意見で

ございますけども、これにつきましてはできるだけわかりやすい資料に努めていきたい

と、このように思っております。 

 条例規則の全容がいつ明らかになるかということでございますが、現在、冒頭会長のあ

いさつにもございましたが、そういった、進捗率が６０％という段階でございますんで、
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明らかにできるということになりますと、やはり専決処分をした後、一定の整理をしたも

のをもって新町の議会等へ報告する中で明らかにしていく条例等についてはそこで明らか

にしていくし、規則については告示をしながら明らかにしていくと、こういう手続になろ

うかと思っております。以上でございます。 

○上本会長 他にありますか。 

 檜谷委員。 

○檜谷委員 出過ぎた要望かもわかりませんが、我々この協議会の中で議員定数とか決め

ました。１０月１日から５０日以内に選挙しなければなりませんが、私個人的な要望なん

ですが、できるだけ早い時期に選挙していただいて、決めることは決めてほしいと要望す

るわけです。出過ぎた要望かもわかりませんが、よろしくお願いしたいと思います。 

○上本会長 山口事務局長。 

○山口事務局長 新町における新町長並びに新町議会議員の選挙につきましては、１０月

１日の暫定選挙管理委員会の中で早期に実施できるよう計画がされるものということで思

っております。そういうことでお答えをさせていただきたい。以上です。 

○上本会長 ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○上本会長 ないようでしたら、一応これで閉会させていただきます。 

 長時間にわたって本当に慎重ご審議いただきましてありがとうございました。 

 引き続き、また委員さん方の格別のお力をいただきまして、立派に合併がスタートでき

るように思っておるとこでございます。 

 次回の合併協議会、これ最終になるわけですが、８月２５日を予定してございますん

で、また機会を通してご案内申し上げますが、よろしくお願いいたします。 

 本日は大変ありがとうございました。 

午後 ４時２３分閉会 

本会議録は、世羅郡三町合併協議会の檜谷睦宏委員 松村明美委員 三木俊三委員

により内容が確認され署名を頂いております。 

   


